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概要：

企業のグローバル化の必要性が日本で叫ばれるよう
になって久しい。国際マーケットでは海外プレイヤーが活
躍しており、そうした先進企業と伍して競争していくため
には日本企業がさらにグローバライゼーションすることが
不可欠である、との文脈で語られることが多い。本講義
では、講師が勤務するイギリス系エンジニアリング企業
を題材として、その過去70年間の海外展開を含む成長
の歩みについて、所有形態、マーケットの捉え方、拠点
戦略、組織設計、人事・登用・研修、知識共有などの観
点から概観する。また、同社の対日本戦略と業務案件の
変遷を、20有余年の間の講師の同社内での役割の変化
と重ねて辿ることで、進行中のローカライゼーションの一
例を体感していただく。そのうえで、グローバライゼーショ
ンとは何かを議論したい。


